
平右衛門遺跡

埼玉古墳群

箕田古墳群

築道下遺跡

生出塚遺跡

新屋敷遺跡

中三谷遺跡

旧盛徳寺跡

伝源経基館跡

古墳
古墳時代遺跡
奈良・平安時代遺跡

④区　第３号住居跡　大型住居跡遺物出土状況④区　第３号住居跡　大型住居跡遺物出土状況

主催　公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団
共催　国土交通省  関東地方整備局  大宮国道事務所　
　　　埼玉県教育委員会
後援　鴻巣市教育委員会

周辺の遺跡

年　表

令和 2 年度第 3 回遺跡見学会　令和 2 年 11 月 8 日（日）

鴻巣市 平右衛門遺跡（第2次）

へ い え も ん

　平右衛門遺跡は大宮台地の北端部にあたる鴻巣市箕田にある集落遺跡です。

上尾道路建設に先立ち発掘調査を実施しています。昨年度の第１次調査で

は、古墳時代から奈良・平安時代の竪穴住居跡や中世の溝跡、火葬跡など

が発見されました。

　今回の第２次調査は２か所に分かれて行っており、古墳時代終末期～奈良

時代初め頃の大型住居跡や中世の大きな溝跡などが見つかっています。
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時代

593 聖徳太子が摂政となる

645 大化の改新

710 平城京に都が遷される 築道下遺跡

平右衛門遺跡752 東大寺に大仏がつくられる 中三谷遺跡

794 平安京に都が遷される

新屋敷遺跡

旧盛徳寺跡

939 承平・天慶の乱

1016 藤原道長が摂政となる

1185 鎌倉に幕府が開かれる

室町時代 1336 京都に幕府が開かれる

1467 応仁の乱

1603 江戸に幕府が開かれる

1867 大政奉還
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